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あらまし オンライン百科事典として有名なWikipediaの各記事には，映像や音声といったマルチメディア情報が少

ない．そこで我々は，資料として価値の高いニュース情報に注目し，大量に蓄積されたニュース映像アーカイブ中の

映像を利用したWikipediaエントリのマルチメディア化を提案する．この際，映像に付与されたクローズドキャプ

ションとWikipedia中のテキストの類似度を評価し，これらを対応付けることで，映像による詳細な説明を実現す

る．実験の結果，適合率 82.1%，再現率 75.8%で対応付けが行えることを確認した．また，ニュース映像群を利用し

てWikipedia記事の閲覧を補助するインタフェース “Videopedia”の試作についても報告する．
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Abstract Recently, Wikipedia is playing an important role as an online encyclopedia. However, most Wikipedia

entries lack multimedia information such as audio, image, and video. So we focus especially on Wikipedia entries on

news events and broadcast news videos, and propose a method that enhances Wikipedia entries with news videos.

By means of this method, detailed explanation for each Wikipedia entry using corresponding news videos is realized.

Association between Wikipedia entries and news videos are obtained by evaluating the similarity between closed–

caption texts accompanied with a news video and a Wikipedia text. Through experiments, Wikipedia entries and

news videos were accurately associated with a precision of 82.1% and a recall of 75.8%. In addition, a prototype

browsing interface named “Videopedia” that supports browsing Wikipedia using news videos is introduced.
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1. は じ め に

近年，Wikipedia（注1）はオンライン百科事典として重要な役

割を担っている．不特定多数に百科事典の執筆や修正を委ねる

という無謀なコンセプトにも関わらず，インターネット上の多

くのサイトから引用され，閲覧者数はますます増加している．

Wikipediaに関しては未だに多くの改善すべき点があり，その

うちの一つに，画像や映像，音声といったマルチメディア情報

が付加されていることが少ないことが挙げられる．百科事典と

しての性質を考えた場合，Wikipediaエントリに多くのマルチ

メディア情報が付加されることの意義は大きく，それらが付加

されたよりリッチな情報源を目指す必要がある．一方，放送や

インターネットなどを通して提供される映像データは増加の一

途をたどっている．中でも放送局により制作された放送映像は，

アマチュアが制作した映像よりも高品質かつ信頼性が高いこと

が多いため，ビデオ・オン・デマンド（VOD）サービスなどに

より再利用されることが多くなっている．

そこで我々は，資料として価値の高いニュース情報に注目

し，大量に蓄積されたニュース映像アーカイブ中の映像を利

用したWikipedia 情報の拡張方法を提案する．これにより各

Wikipediaエントリに対して，対応するニュース映像を利用し

た詳細な説明の付加を実現する．映像とWikipediaエントリと

の対応付けは，映像に付与された CC（クローズドキャプショ

ン；文字放送字幕）とWikipedia 中のテキストの類似度を評

価することにより得る．この際，まず各Wikipedia エントリ

から抽出した日付情報により類似度評価の対象を限定した後，

ニュース映像の時系列意味構造であるトピックスレッド構造を

利用して対応付け結果を伝搬させる．以上の工夫により対応付

け精度の向上を図る．また映像群を利用してWikipedia記事の

閲覧を補助するインタフェース “Videopedia”の試作について

も報告する．これを使用することで，ニュース映像の時系列意

味構造を利用しながら，Wikipediaテキスト中の出来事の経緯

をより詳細に理解することが可能となる．

以降，2. 節で関連研究を紹介した後，3. 節でWikipedia エ

ントリとニュース映像群との対応付けに関する処理の詳細を述

べる．続く 4.節で，対応付けの精度に関する実験や対応付け結

果の例を紹介し考察を述べる．さらに 5.節で，ニュース映像を

利用したWikipedia閲覧インタフェース “Videopedia”の概要

を説明する．最後に 6.節において今後の課題を検討し，本論文

をまとめる．

なお “ストーリ”とは，1日分のニュース映像をイベント毎に

分割した，意味的な単位を表わす [1]．

2. 関 連 研 究

Wikipediaは知識抽出のための有用なコーパスとして，人工

知能を始めとする様々な分野で研究，応用されつつある．その

中でも，Wikipediaの持つ豊富なコンテンツ量を生かした，連

想シソーラス辞書の自動構築技術に関する研究が多くなされて

（注1）：http://ja.wikipedia.org/wiki/

いる．中山ら [5] はWikipedia に対してWeb マイニングの手

法を適用することでシソーラス辞書の自動構築を行った．従来

のシソーラス辞書構築と比べ，Wikipediaを利用することの利

点は以下のようなものがある．まず，Wikipedia 上では URL

により語彙の一意性が確立されており，同義語・多義語の処理

が容易になる．例えば “自民党”，“自由民主党”と呼ばれる概

念であっても，Wikipedia上では “自由民主党（日本）”という

1つの概念（エントリ）として扱われる．また利点の 2つ目と

して，即時性の高いコンテンツ管理体制がある．Wikipediaで

は，インターネットを通じてリアルタイムに記事がアップロー

ド・公開され，リンクが構築されていくため，極めて即時性が

高い．そのため，辞書作成時と利用時とのタイムラグによる影

響が小さいと考えられる．

またWikipedia以外にもユーザの共同作業により構築される

オンライン百科事典は増えつつあり，有名なものに “ニコニコ大

百科（注2）”がある．コメント機能を持つ動画配信サイトとして

有名な “ニコニコ動画（注3）”に関連するサービスであり，ニコニ

コ動画に関するキーワードやタグ，アップロードされている動

画の解説をユーザが自由に投稿，編集できる．ニコニコ大百科

を利用することで映像に関連するキーワードについて手軽に調

査することができるため，映像やキーワードに関するより詳細

な理解が可能となる．今後もWikipediaや Flickr（注4）のような，

多くのユーザの共同作業により構築された情報（folksonomy）

を利用する研究が注目されると考える．

一方，放送映像を利用した研究も多くなされている．放送映

像には良質で信頼性の高い情報が豊富に含まれるため，多くの

研究が放送映像からのメタデータ抽出や再利用を目的として

いる．例えばMiuraら [3]は，放送映像とそれらに付与された

CC を利用し，マルチメディア百科事典の自動生成を行った．

動物名などの項目を放送映像と関連付け，CCテキストによる

説明が付加される．また近年ではインターネットの発達に伴な

い，Web上に存在する情報と統合することで放送映像の閲覧性

の向上を目指す研究も行われている．宮森ら [4]は，放送映像

とWeb上の補完情報検索の結果を統合することにより映像閲

覧の効率化・高付加価値化を目指したシステム “WA-TV”を提

案した．これにより，通常の映像視聴に加え，番組内容に関連

したWebページや関連する映像が閲覧できる．

放送映像の中でもニュース映像は，資料として利用価値が高

く，様々な研究がなされている．ニュース映像の閲覧支援を目

的とした研究として，意味情報を解析して映像群を時系列に構

造化する研究がある．最も単純な手法として，特定のトピック

に関連するストーリを時系列に直線状に連ねる方法が考えられ

る [1], [2]．しかし直線構造では同一トピックであっても同時並

行して進む個別の話題の流れを表現できない．そこで井手ら [6]

は，同時並行して進む話題の流れを表現する時系列意味構造：

“トピックスレッド構造”を抽出する手法を提案した．トピック

（注2）：http://dic.nicovideo.jp/

（注3）：http://www.nicovideo.jp/

（注4）：http://www.flickr.com/
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各ノード ＝ ニュースストーリ

図 1 トピックスレッド構造の例 [6]
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（１）日付情報の利用 ⇒ 適合率の向上

（２）対応付けの伝搬 ⇒ 再現率の向上

図 2 処理の流れ

スレッド構造の例を図 1に示す．ここでトピックスレッド構造

中の各ノードは，ストーリ分割後の各ニュースストーリを表す．

単純な木構造に比べ分岐数が少なく，重複ノードが存在しない

ため，より効率的に映像群の閲覧が可能となる．本研究では閲

覧インタフェースの機能の一部としてトピックスレッド構造を

利用するだけでなく，Wikipediaエントリとニュース映像との

対応付け精度向上にも利用する．

3. Wikipediaエントリとニュース映像群の対
応付け

3. 1 手法の概要

処理の流れを図 2 に示す．まずWikipedia から，ニュース

に関連するエントリ（以下，ニュース関連エントリ）を抽出す

る．一方ニュース映像に関しては，文献 [6] に従って，映像に

付与された CCを利用してストーリに分割した後，トピックス

レッド構造を構築する．そして両方の出力結果からWikipedia

エントリとストーリとの類似度評価を行い，対応付ける．この

際，以下の工夫により対応付け精度の向上を図る．

（ 1） 各Wikipediaエントリから抽出した日付情報による類

似度評価対象の限定

（ 2） トピックスレッド構造を利用した対応付け結果の伝搬

日付情報の利用により対応付けの適合率を向上させ，対応付

け結果の伝搬により再現率を向上させる．

以降，3. 2でWikipediaからのニュース関連エントリの抽出

手法を説明し，3. 3でストーリ分割とトピックスレッド構造の

構築手法を説明する．最後に 3. 4 で，Wikipedia エントリと

ニュースストーリとの対応付け手法の詳細を説明する．

3. 2 Wikipediaからのニュース関連エントリの抽出

Wikipediaの全エントリを利用して対応付けを行うのは困難

である．その最大の理由は，ニュースストーリとの対応付け精

度の低下を招くためである．また 2009年 7月 13日時点での日

本語版のエントリ数は約 100万件であり，今後も増加すること

を考えると，すべてを処理するための計算量も問題である．そ

こでニュースに関連するエントリのみを抽出する．ニュース関

連エントリの抽出の際に，以下に用いる 2つの特徴を利用した．

1つ目は，ニュース関連エントリのテキスト中にWikipediaの

姉妹プロジェクトであるウィキニュース（注5）へのリンクが存

在する場合が多いことである．また 2つ目は，ニュースの信憑

性を示すために，一般のニュースサイト中の記事の URLを脚

注に引用する場合が多いことである．以上の特徴を利用して，

Wikipediaからニュース関連エントリを抽出する．具体的に言

えば，Wikipedia テキスト中にウィキニュースへのリンクか，

脚注にニュースサイト中の記事へのリンクが 1つでも現れれば，

ニュース関連エントリであると判断する．

3. 3 ストーリ分割とトピックスレッド構造の構築

文献 [6] に従って，アーカイブ中の指定されたストーリを起

点とするトピックスレッド構造を構築する．トピックスレッド

構造構築の目的は，強く関連したストーリを時系列に連鎖し，

利用者が関心を持っているトピックの顛末を順を追って理解で

きるような道筋を提示することである．またトピックスレッド

構造上で隣接している映像同士は，意味的にも時間的にも関連

が強いという性質を持っており，この性質を利用して 3. 4. 3で

述べる対応付け結果の伝搬を行うことが可能となる．

この手法の概要を以下に示す．まず各ニュース映像を，意味

構造を扱うための単位であるストーリに分割する．この際，映

像に付与された CCテキストを形態素解析し，得られる名詞列

の語義属性（一般，人物など）を解析しながらストーリ境界を

決定する．次に，関連するストーリを連鎖させた木構造から，

等価な部分木を除去することで，トピックスレッド構造を構築

する．この際も CCテキストから得られるキーワードベクトル

の類似度を利用する．

3. 4 Wikipediaエントリとニュースストーリとの対応付け

3. 4. 1 テキストの類似度評価

テキスト情報の類似度評価を行い，Wikipedia エントリと

ニュースストーリを対応付ける．まずWikipedia エントリの

テキストとニュースストーリに付与された CC をそれぞれ形

態素解析し，名詞の出現頻度ベクトルを作成する．そして両者

のコサイン類似度を算出し，閾値を超えればそれらを対応付け

る．コサイン類似度は以下の式によって得られる．ここで，x

はWikipediaエントリの名詞出現頻度ベクトル，yは CCの名

詞出現頻度ベクトルを示す．

cos(x,y) =

∑n

i=1
xiyi√∑n

i=1
xi

2
√∑n

i=1
yi

2
(1)

3. 4. 2 Wikipediaエントリ中の日付情報の抽出と利用

全てのWikipediaエントリと CCテキストとの類似度評価を

行うと，対応付け精度の低下を招く．そこでWikipediaエント

リのテキスト中から日付情報（****年**月**日）を抽出し，類

似度評価の対象期間を限定することで，対応付け精度の向上を

（注5）：http://ja.wikinews.org/wiki/
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ニュース映像

（NHKニュース7）

Wikipedia

日付広く粗く（赤）

狭く集中的に（青）

対応付けが疎

図 3 ニュースの取り上げ方の違いによる対応付け精度の低下

伝搬伝搬

伝搬

：既存の対応付け ：新たに得られる対応付け

：ニュースストーリ

Wikipediaエントリ

図 4 トピックスレッド構造による対応付けの伝搬

図る．テキスト中で日付に関する情報が出現する場合，年・月

などの情報が省略されることが多い．例えば「2008年 8月 25

日から 28日にかけて…」のような場合である．本研究では直

前に出現した年・月の情報を利用し，このような省略を補完す

る．前述の例では「2008年 8月 25日」，「2008年 8月 28日」

という日付情報が抽出される．

得られた日付情報を利用して，類似度評価の対象を限定する．

前述の例では，2008年 8月 25日と 2008年 8月 28日のニュー

スストーリ群との類似度評価を行うこととなる．

3. 4. 3 トピックスレッド構造を用いた対応付け結果の伝搬

日付情報により類似度評価の対象を限定した場合，対応付けの

密度が低くなることが多い．これは，ニュース映像とWikipedia

とで，ニュースの取り上げ方が異なるためである．ニュース映

像はあるトピックに対して，注目されている時期に集中的に

取り上げることが多い．それに対してWikipedia は，一般に

ニュースイベントの発端から終息までを日付情報を含めて網羅

的に説明するが，注目されている時期の日付情報を集中して記

述することは少ない．そのため日付情報により類似度評価の対

象を限定して対応付けを行った場合，ニュース映像が集中的に

取り上げている時期の対応付けの密度が低くなる可能性が高い．

その概念図を図 3に示す．

以上の問題を解決するために，3. 3で得られるトピックスレッ

ド構造を利用して，対応付け結果の伝搬を行う．その概念図を

図 4に示す．図中の各ノードは，ニュース映像をストーリ分割

した後の各ニュースストーリを表す．トピックスレッド構造は

強く関連するニュースを時系列に連鎖することにより構築され

ている．そのため，あるノードに対してスレッド構造上の前後

に位置するノードは，意味的にも時間的にも関連が強いもので

あると考えられる．そこで，既にWikipediaエントリと対応付

いたニュースストーリに対して，トピックスレッド構造上の前

後のニュースストーリに対し再度類似度を評価する．類似度が

表 1 Wikipedia エントリとニュースストーリの対応付け精度

手法 1 手法 2 手法 3

テキスト類似度
√
　

√
　

√
　

日付情報の抽出 − 　
√
　

√
　

対応付けの伝搬 − 　 − 　
√
　

適合率（%） 28.1 91.0 82.1

再現率（%） 90.3 30.5 75.8

閾値以下になるノードが出現するか，既に同じWikipediaエン

トリが対応付いているノードが出現するまで，トピックスレッ

ド構造上でこの操作を再帰的に適用する．

4. 実験と考察

4. 1 使用データ

CCに関しては放送映像（NHKニュース 7）に付与されたも

のを使用した．2007 年 1 月 1 日から 2008年 12 月 31 日まで

に放送された映像及び CCを使用し，ニュース映像は 3. 3の手

法に従ってストーリに分割した．721日分のニュース映像をス

トーリ分割した結果，10,798 個のストーリが得られた．また

Wikipediaに関しては，2009年 7月 13日付で記録された日本

語版のダンプデータをダウンロードして使用した（注6）．この時

点でのWikipediaの全エントリ数は 1,178,694件であった．ま

た 3. 2で説明した手法により抽出されたニュース関連エントリ

は 7,671件であった．なお目視で確認したところ，この抽出の

精度は十分良好であった．

以降，4. 2で対応付け精度の評価を行い，4. 3で，Wikipedia

エントリが対応付いたトピックスレッド構造の例を示す．

4. 2 対応付け精度

各 Wikipedia エントリに対応付くニュースストーリの CC

を調査することにより，対応付けの適合率及び再現率を評価し

た．評価対象は 3個のWikipediaエントリ（“大連立構想（日

本 2007）”，“新テロ対策特措法（注7）”，“ねんきん特別便”）で

ある．適合率に関しては，対応付いた CC群の内容を全て調査

し，人手で正誤判断を行った．また再現率に関しては，期間を

3カ月に絞り，人手により正解データを作成して評価した．日

付情報により類似度評価の対象を限定するかどうか，さらに対

応付けの伝搬を行うかどうかで，以下の 3 種類の比較実験を

行った．

手法 1： 日付情報を利用せず伝搬も行わない

手法 2： 日付情報を利用するが伝搬は行わない

手法 3（提案手法）： 日付情報を利用し伝搬も行う

実験結果を表 1に示す．実験の結果，手法 3は適合率・再現

率が共に高く，提案手法の有効性を確認した．

対応付け結果の例を以下に示す．

a ) “ねんきん特別便” に対応付いた CC の例（正しい対応

付け）

2007年 12月 17日，2番目のニュースストーリから

（注6）：http://download.wikimedia.org/jawiki/

（注7）：正しくは “テロ対策海上阻止活動に対する補給支援活動の実施に関する

特別措置法”．

— 4 —



社会保険庁は、これまでの照合作業で新たな年金の給

付に結びつく可能性がある人に加入記録を知らせて確

認するよう促すねんきん特別便の発送をきょうから始

めました。東京都内の印刷工場からはけさ、ねんきん

特別便が２台のトラックで積み出され、発送が始まり

ました。（以下略）

適合率は手法 2及び手法 3が高かった．手法 1は日付情報を

考慮しないため，テキスト情報の類似度のみで対応付いてしま

い，キーワードが類似する CCとの誤対応が発生することが多

かった．例えば “ねんきん特別便”というエントリでは年金に

関する記述がなされており，“ねんきん特別便”とは関係なく年

金について報道した日の CCと対応付くことが多かった．誤っ

た対応付け結果の例を以下に示す．

b ) “ねんきん特別便” に対応付いた CCの例（誤った対応

付け）

2007年 5月 23日，6番目のニュースストーリから

柳沢厚生労働大臣は公的年金の過去の加入記録のうち、

基礎年金番号に統合されずに誰のものか確認されない

ままになっている記録がおよそ５０００万件に上って

いる問題について、特別の調査を行ったうえで、統合

漏れのおそれがある記録が見つかった場合は、直接本

人に伝えることを検討したいという考えを示しました。

（以下略）

上記のように，“ねんきん特別便”が報道される以前の，年金

に関する問題を取り上げた日の CCとも対応付いており，これ

は適切ではない．他にもこのような誤対応が目立った．

また再現率は手法 1，手法 3が高かった．手法 2の再現率は，

Wikipediaエントリのテキスト中で日付情報が記述される頻度

に大きく依存した．“新テロ対策特措法” に関するWikipedia

エントリでは，実験で使用した 2007年 1月 1日から 2008年

12月 31日までの日付情報がほとんど記述されておらず，再現

率は 13%となった．しかし対応付けの伝搬を行うことにより，

再現率は 67%に上昇した．

提案手法にも問題が見受けられた．まず対応付け結果の伝搬

による適合率の低下である．トピックスレッド構造中で話題が

少しずつ変化している場合があり，Wikipediaエントリとの関

連度が小さくても，テキスト情報の類似度によって対応付いて

しまうことが多かった．また再現率に関しても手法 1 より約

15%低い値となった．トピックスレッド構造により全ての関連

するニュースを網羅できない場合もあり，トピックスレッド構

造に依存しない対応付け手法も検討する必要がある．

4. 3 対応付いたトピックスレッド構造の例

最後に，Wikipediaエントリが対応付いたトピックスレッド

構造の例を示す．ここでは “新テロ対策特措法”が対応付いた

トピックスレッド構造を調査した．

図 5 は対応付け結果の伝搬を行う前のトピックスレッド構

造である．各ノードはトピックごとに分割された後のストーリ

を表す．4. 2 で述べたように，“新テロ対策特措法” に関する

20070908 20070909 20070910 200709122007091120071001 20071002 2007100320071004 20071005 20071016 2007101720071018
20071102 20071103 2007110420071108 2007120120071122

20071112 2007111320071116 20071214 2008011120071031 2007110120071123
20071030 20071101

20071011 20071013
各ノード＝ニュースストーリ

：“新テロ対策特措法”

が対応付いたストーリ

：正解だが対応付かなかっ

たストーリ

図 5 対応付いたトピックスレッド構造（対応付けの伝搬前）

20070908 20070909 20070910 200709122007091120071001 20071002 2007100320071004 20071005 20071016 2007101720071018
20071102 2007110320071108 2007120120071122

20071112 2007111320071116 20071214 20080111：“新テロ対策特措法”

が対応付いたストーリ

20071031 2007110120071123
20071030 20071101

20071011 20071013
各ノード＝ニュースストーリ

：正解だが対応付かなかっ

たストーリ

：誤対応したストーリ

20071104

図 6 対応付いたトピックスレッド構造（対応付けの伝搬後）

Wikipediaエントリでは，実験で使用した 2007年 1月 1日か

ら 2008年 12月 31日までの日付情報がほとんど記述されてお

らず，対応付けの密度が低かった．

図 6は対応付け結果の伝搬を行った後のトピックスレッド構

造である．トピックスレッド構造に沿って対応付け結果の伝搬

を行うことで，対応付けの再現率を向上させることができた．

誤対応も少なく，提案手法の対応付けの精度は高いことが確認

される．

5. Wikipedia閲覧インタフェース

5. 1 Wikipediaテキストの分割

閲覧インタフェースを構築する際，Wikipediaテキストのど

の部分がニュース映像と対応しているのかを提示することは

重要である．そのため，Wikipediaテキストを日付情報を利用

して自動でブロック分割する．なお各ニュースストーリが，分

割されたどのブロックと対応付くかに関しては，分析を行わな

かった．なぜなら 1つのWikipediaエントリ中で，同じ日付情

報を持つブロックが複数存在することは少なく，あるニュース

ストーリに対応するブロックはほぼ一意に特定できるためであ

る．閲覧インタフェースにおいても，各ニュースストーリに対

応するWikipediaテキスト中のブロックは，日付情報のみを利

用して特定される．

本研究では，以下のような簡単な手法によりWikipediaテキ

ストの分割を実現した．

（ 1） 3. 4. 2 で説明した方法により，全ての日付情報の年・

月の情報を補完する．

（ 2） 1つのブロックに登場する日付情報が 1つになるまで，

節→段落→文→句とテキストを分割する．句まで分割しても日

付情報が複数存在する場合は，先頭の日付情報を利用する．
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日付情報を利用して自動で

ブロックに分割済み

スレッド構造上の

前後の映像も提示

図 7 閲覧インタフェースの外観

調べたい部分の

日付をクリック

図 8 対応するニュース映像の表示と閲覧

2008200820082008年年年年アメリカアメリカアメリカアメリカ合衆国大統領民主党予備選挙合衆国大統領民主党予備選挙合衆国大統領民主党予備選挙合衆国大統領民主党予備選挙出典:フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
スーパー・チューズデースーパー・チューズデースーパー・チューズデースーパー・チューズデー

2008年2月5日（スーパー・チューズデー）、23

の州で予備選挙が行われ、イリノイ州、黒人の比率が

高い州、小規模な州でオバマが勝利した一方、…

3333月月月月

3月4日、4つの予備選挙が行われた「ミニ・チュー

ズデー」で、…

Wikipediaエントリ
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図 9 ニュース映像を利用したWikipedia 閲覧のイメージ

（ 3） 日付情報が同じブロックが連続する場合は統合する．

5. 2 閲覧インタフェースの使い方

映像群を利用して各Wikipedia 記事の閲覧を補助するイン

タフェース “Videopedia” を試作した．その画面を図 7 に示

す．画面左側にはWikipedia テキストが提示されている．な

お，Wikipediaテキストは日付情報を利用して自動でブロック

分割してある．また画面右側にはニュース映像が提示される．

Wikipediaテキスト中の日付情報に対応したリンクをクリッ

クすると，画面右側に，対応するニュース映像が表示される

（図 8）．ニュース映像部分をクリックすれば映像を閲覧できる．

また，画面右側の注目しているニュース映像の上下には，ト

ピックスレッド上の前後にあるニュース映像が提示されてお

り，クリックすればそれらを閲覧できる．このようにスレッド

構造上でニュース映像をたどることにより，Wikipediaテキス

ト中の出来事の経緯を，より詳細に理解することが可能となる

（図 9）．

6. む す び

本報告では，資料として価値の高いニュース情報に注目し，

大量に蓄積されたニュース映像アーカイブ中の映像を利用した

Wikipedia情報の拡張拡張方法を提案した．この際，ニュース

映像と各Wikipedia エントリをテキスト情報の類似度評価に

より対応付けた．さらに日付情報による類似度評価対象の限定

と，トピックスレッド構造を利用した対応付け結果の伝搬によ

り，対応付け精度の向上を図った．実験の結果，適合率 82.1%，

再現率 75.8%で対応付けが行えることを確認した．また映像群

を利用してWikipedia 記事の閲覧を補助するインタフェース

“Videopedia”の試作についても報告した．これを使用すること

で，ニュース映像の時系列意味構造を利用しながら，Wikipedia

テキスト中の出来事の経緯をより詳細に理解することが可能と

なった．

今後の課題としては，対応付け精度の更なる向上が挙げられ

る．また 1つのWikipediaエントリに対応付く映像数が大量で

ある場合，映像の閲覧に時間がかかる．そこで，それらの映像

を要約し，素早く閲覧させる技術に関しても検討する．さらに

ニュース映像などの再利用を考えた際，プライバシー保護のた

めに，公人（公職に関わり，社会的に影響力のある人物；政治

家など）以外の人間の顔にモザイク処理を行う必要がある．そ

れを自動化する手法についても検討したい．
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